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中国の日本語教科書における
「けっこう」の扱いに関する考察
文学研究科日本文学文化専攻博士後期課程 3年
張　　　琳
要旨
　日本語の多義的な意味や語用論的な機能を持つ語や表現は、文法を中心に勉強する中国の
学習者にとっては、理解や運用が難しい。「けっこう」はそのような語の一つである。学習者
の誤用や誤解を生みだす原因として、閻（2013）は、母語の干渉、学習者自身の理解不足、
教科書の問題、および教師の指導方法の4つを挙げている。特に初級学習者には教科書の記
述や説明が大きな影響を与えていると考える。本研究では、張（2015）の日本で刊行された
初級教科書における「けっこう」の扱われ方の考察を踏まえ、中国で刊行された日本語初級
教科書における「けっこう」の扱われ方を考察する。
　調査対象とした5種類・10冊の教科書では、「けっこう」が34件（名詞用法2件、程度副詞
用法11件、形容動詞用法21件）提示されていた。本研究では、まず「けっこう」の名詞用法
を明らかにした上で、中国の教科書における扱われ方を考察する。次に、「けっこう」の程
度副詞用法を説明し、中国の教科書での例文を分析し、この用法がどのように扱われている
かを考察する。さらに、形容動詞用法を説明した上で、中国の教科書における「けっこう」
の形容動詞用法がどのような場面で提示されているか、どのようなはたらきをしているかを
検討する。
　分析の結果、名詞用法については、教科書の＜単語解説＞では、「けっこう」の名詞用法
が提示されているが、具体的な意味や用法の使用時期などが説明されていなかった。程度副
詞用法については、11件の用例の分析を通して、「けっこう」が「程度が予想より高いが、
最も高いではない」の意味であるとまとめることができた。形容動詞用法は【行為遂行的発
言】と【事実確認的発言】に分けることができた。【行為遂行的発言】では、断り、許容と要
求断念の機能以外に、承諾与えと許可与えの機能も持つと考えられる用例が見られた。【事実
確認的発言】では、情報充足確認応答と情報充足応答との機能を持つ用例が見られた。
キーワード：中国の日本語教科書、けっこう、程度副詞、形容動詞、語用論
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1　はじめに
　本研究は、中国で作成され刊行された日本語教科書（以下、中国の日本語教科書と略称す
る）において、多義的な意味を持つ「けっこう」がどのように扱われているかを考察する。
　「けっこう」には、さまざまな意味や語用論的な機能があり、辞書的な意味だけを知って
いても理解が難しいことがある。文法を中心に勉強する傾向のある中国人初級日本語学習者
は、この語を誤解したり誤用したりした体験を持つ者が少なくない。語や表現に多義的な意
味や語用論的な機能があり、それが十分に説明されていなかったり理解されていなかったり
するために誤解が生じていることも大いに考えられる。学習者の誤解や誤用の原因には、母
語の干渉、学習者自身の理解不足、教科書の問題点、教師の指導方法などが挙げられている	
（閻2013）が、そのうち教科書は、日本国外で日本語を学ぶ初級学習者にとって非常に重要
な役割を果たしていると考えられる。
　張（2015）は、日本で刊行された主な日本語初級教科書（5種類11冊）を調べ、「けっこう」
の扱われ方を考察した。計18件提示されていたが、すべて会話の中の応答として、形容動詞
「けっこうです」の形で【行為遂行的発言】と【事実確認的発言】に現れていた。前者では
話し手の断り、要求解除、許容と要求断念の機能が、後者では話し手の情報充足確認応答と
情報充足応答の機能が見られた（張2015）。
　中国の日本語教科書は、大学に勤める中国語母語話者の教員が作成し大学から出版される
ことが多い。日本社会での実際の使われ方を十分に把握しているか否かや、中国語の母語の
干渉などが教科書作成に影響を与える可能性が考えられる。学習者の誤解や誤用に繋がる問
題点が中国の教科書に多く見られるかもしれない。
　以上のような視点から、本研究では、中国の日本語教科書を考察することとした。中国で
作成・刊行された主な教科書を選定し、「けっこう」の提示され方について考察を加える。
日本の教科書との異同についても適宜言及するが、日中の教科書の比較の詳細は、紙幅の関
係から別稿に譲ることとする。
2　中国の日本語教科書の選定
2.1　選定基準
　張（2015）は、日本の日本語教科書を分析する際、調査対象を選定するのに妥当な基準と
して、「教育現場で使用頻度が高いこと」（基準1）と、「先行研究で頻繁に調査対象とされて
いること」（基準2）とした。しかし使用頻度が高い教科書に関する調査や研究論文などが見
当たらなかったため、「先行研究で頻繁に調査対象とされていること」（基準2）を採用して考
察対象を選定した。今回の中国側の調査では、使用頻度が高い教科書に関する調査や論述が
あり、先行研究の調査もあるため、基準1と基準2の両方を満たしている調査対象を採用する
ことにした。
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2.2　調査対象とする教科書
　ここでは、調査対象とする教科書の選定過程について詳細に述べる。
　近年、中国の日本語教科書分析に関する論文は9件（李2012、丁2012、馬2013、任2013、
李2014、田中2011、劉2013、王2014、翟・呉2012、顔・松村2013）あり、これらは中国の大
学の日本語専攻でよく使用されている教科書を調査対象としている。これらの研究で4件以
上調査対象とされたものは、表1の各教科書であった。
表1　日本語教科書分析で頻繁に対象とされている教科書（中国）
順位 件数 教科書名 出版社 出版年
1 9件 『新編日語』（1） 上海外語教育出版社 1993
2 7件 『総合日語』 北京大学出版社 2005
3 5件 『新大学日本語』 大連理工大学出版社 2001
4 4件 『基礎日語教程』 外語教学与研究出版社 1998
　表1の第1位の『新編日語』（上海外語教育出版社）、第2位の『総合日語』（北京大学出版社）は、
国際交流基金（2014）で中国の大学の日本語専攻の現場で広く使われている教材としても取
り上げられており、基準1、2を満たす教科書として今回の調査対象としてふさわしいと考え
た。ただし、この二種類の教科書は修訂版（2009年、2010年）が出ているので、今回の調査
対象には修訂版を使用することとした。第3位の『新大学日本語』は国際交流基金では提示
されていないが、これまでの教科書分析研究で5回使用されているため、基準2のみの適合で
はあるが調査対象とした。第4位の『基礎日語教程』は、ほかの教科書と比較すると刊行年
が古いため、今回の対象から除外することとした。
　基準1で選定できるものとして、『基礎日語総合教程』と『基礎日語教程（新版）』（表1の第
4位の『基礎日語教程』と名称がまったく同じであるが、編集者も出版社も異なるため、別
の教科書である）があげられる。近年刊行されたもので北京をはじめに多くの大学で使用さ
れている。教科書の内容構成や会話例も時代に即して発展し変化しているため、研究する価
値と意義が高いと考え、調査対象とした。
　以上のような選定過程を経て、調査対象を『新編日語』、『総合日語』、『新大学日本語』、『基
礎日語教程（新版）』および『基礎日語総合教程』の5種類とした。前の3種類はいずれも先
行研究の研究対象となってきたのが初版であるが、実は初版と修訂版がある。実用性を考え
て、今回はこの3種類の修訂版を使用する。これらの教科書はすべて4冊構成になっており、
そのうち、第1、2冊が初級階段で、第3、4冊が中級段階で使用されている。張（2015）では、
日本の初級日本語教科書を考察したので、同等のレベルや範囲で教科書を選定する必要があ
るため、各教科書の第1、2冊を調査対象とし、全5種類、10冊とした（表2）。
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表2　調査対象とする中国の日本語教科書（初級）
教科書名 本稿の略称 編集者 出版社 出版年
『新大学日本語（第2版）』
（1、2冊）
『新大学（第2版）』 大連外国語大学 大連理工大学出版社 2007
『新編日語（修訂版）』
（1、2冊）
『新編（修訂版）』 上海外国語大学 上海外語教育出版社 2009-
2010
『総合日語（修訂版）』
（1、2冊）
『総合（修訂版）』 北京大学 北京大学出版社 2009-
2010
『基礎日語総合教程』
（1、2冊）
『基礎総合』 曹大峰总主编 高等教育出版社 2010-
2011
『基礎日語教程（新版）』
（1、2冊）
『基礎（新版）』 北京第二外国語大学 旅行教育出版社 2013
3　教科書の分析
3.1　教科書に現れた「けっこう」の出現数、出現箇所と品詞
　まず、表3で各教科書における「けっこう」の品詞ごとの出現数をまとめた。
表3　各教科書における「けっこう」の出現数（品詞ごと）
教科書 名詞 程度副詞 形容動詞 合計
『新大学（第2版）』 1 3 2 6
『新編（修訂版）』 0 0 8 8
『総合（修訂版）』 0 4 7 11
『基礎総合』 0 4 1 5
『基礎（新版）』 1 0 3 4
合　計 2 11 21 34
　表3のように、教科書における「けっこう」は、名詞用法が2件、程度副詞用法が11件、形
容動詞用法が21件、計34件で提示されている。これから、中国の教科書における「けっこう」
の名詞用法、程度副詞用法、形容動詞用法を別々に説明して考察する。
3.2　品詞から見た「けっこう」
3.2.1　名詞用法
　「けっこう」（｢結構｣）は古代中国から輸入された漢語である。当初、文法的には中国語の“結
构”と同様、名詞として使われていた。家屋や庭園、文章や計画などの構造であるという意
味がある（張2015）。平安時代と中世の漢文には、次のような例がある。
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1.	而近代社司等、好立二神領一、奪二妨公田一、供二最小之上分一、籠二広博之四至一、結
構之至、尤非二穏便一。（『兵範記』）
（『日本国語大辞典　第二版』2000）
2.	此一門亡くすべき由、法皇の御結構こそ遺恨の次第なれ。（『平家物語』）
（「大系本文（日本古典文学・噺本）データベース｣）
　1は建物や建てることを意味しているが、2は心の中である考えを作り構えること、計画、
意図を意味している。この名詞用法は平安時代から使用され始め、中世と近世にはかなり多
くなったが、現代ではほとんど見られなくなっている（張2014）。例えば、「現代日本語書き
言葉均衡コーパス・中納言」では、「結構」の名詞用法が次の3例しか見られなかった。この
ような使い方は、日常会話には現れない特殊なものである。
3.	全体の結構は、まず総論ともいうべき部分があり、そのあとにア行からワ行まで各行
について各種の活用を述べているが、総論のはじめに書いている。
（足立巻一1995『やちまた』）
4.	帝劇三演の「ラヴ哲学」一幕三場は、その点、首尾結構がととのっていえる。
（高野正雄2002『喜劇の殿様』）
5.	楷書の用筆法・結構法（点や画の組み合わせ方）を学ぶことは、他の書体を書く場合
にも役立ちます。
（栗原蘆水ほか2006『書道Ⅰ』）
　3は名詞であり、『詞のやちまた』という本の全体構成を指している。4は「ラヴ哲学」の一
幕三場のはじめと終わりの仕組みを意味している。5は書道の専門用語で、点や画の組み合わ
せ方を指している。この3例の「結構」は名詞であるが、すべて本や芸術、書道の分野で専
門的に使われている。これ以外の名詞用法の用例は見られない。名詞用法は書き言葉として
の用法で限られた分野で使われているが、現代日本語の話し言葉としては使われないだろう。
　一方、中国の日本語教科書の＜単語説明＞では、「けっこう:名・形動・副」の形で名詞用
法が提示されている。ただし、この用法の具体的な意味が説明されておらず、限られた分野
での使用が可能であっても、日常会話では使用されないということも提示されていない。中
国語に現代でも使われている名詞“结构”が存在するため、この説明は学習者の誤解を引き
起こす要因の一つとなっていることが考えられる。
3.2.2　程度副詞用法
　近世になると、「けっこう」の程度副詞用法が出現し、現在も使われている。程度副詞の
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基本的な意味について、張（2014）は、①「十分満足であると言うほどではないが、一応よ
いと言えるさまをいう」と、②「程度が低いと見込んでいた予想からは、案外程度が高いこ
とを表す」の二つに分けて考えている。しかし、①か②かが判然としないケースもある。例
えば、「ビルが建ち並ぶ東京の真ん中にもけっこう公園がある」で考えてみよう。ビルが立
ち並んでいれば公園は少ないだろうと予想されるが、実際には予想よりも数が多い。すなわ
ち②の意味があると考えられる。しかし同時に、公園の数は満足するほどではないが一応あ
る程度の数がある、すなわち①の意味も含有していると考えられる。従って、「けっこう」
は本来①と②の両方の意味を含有しており、何らかの条件で①あるいは②のみが強く感じら
れるという可能性があり、さらに検討する余地が残っていると考えられる。ここでは、調査
対象の教科書に提示されている「けっこう」がどのような場合に①か②を表し、どのような
場合に①、②の両方を意味するのかを考えながら、どのような「けっこう」が出てきている
かを考えたい。
　調査対象とした5種類の教科書のうち、「けっこう」の程度副詞用法を提示しているのは『新
大学（第2版）』（3件）、『総合（修訂版）』（4件）と、『基礎総合』（4件）の三つの教科書である。
以下、順にみていく。
◆『新大学（第2版）』
　本書では、2冊目の第3課＜練習A・置き換え＞、第17課＜会話2　別れの挨拶＞、第17課
の＜文法＞の3箇所で出現している。
（1）第3課＜練習A　置き換え＞
7.	昨日の夜は大風が吹いたみたいです。
①隣の家には誰もいない　　②スミスくんも最近よく勉強している
③また雨が降り出した　　　④みんなけっこう信じている（下線は筆者、以下同様）
⑤玄関で音がしたから、誰が来た
　ここは7の下線部の文を①から⑤に入れ替える練習問題である。その中に、「みんなけっこ
う信じている」という文がある。ここには前後文脈がないので、「程度が予想より高い」と
いう意味では理解しがたい。従って、ここでは「信じている」の程度を修飾して、（最も高
いレベルではないが）「ある程度信じている」という意味にとるべきであろう。
（2）第17課　会話2　別れの挨拶
（抜粋）	 高橋夫人：これ、つまらない物ですが、使ってください。
ホワイト：何ですか。
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ホワイト夫人：まあ、ふろしきですね。
高橋夫人：けっこう大きいですし、どんなもので包めるんですよ。その上、
持ち運びにも便利なので。わたしも使って、重宝しているのです
から。
ホワイト夫人：まあ、嬉しい。色も上品で、すてきだわ。物を包むだけでは
もったいないみたいです。大切に使わせていただきます。
　この会話では、「けっこう」は後の「大きい」と結びつき、風呂敷の大きさの程度（最高
レベルではないが、ある程度大きい）という意味があると考えられる。しかし一方で、風呂
敷はたたんで渡されているため、その見かけから予想されるサイズよりも実際には大きいと
いう意味を暗示しているとも考えられる。したがって、ここでは①②両方の意味が含まれる
と解釈することができる。
（3）第17課　＜文法解説＞
「けっこう：副詞。表示不充分、但还可以。可译为“还算……、还行……、挺…”」
（「けっこう：副詞。不十分であるが、一応よい。」筆者訳）
①　古いカメラでもけっこううつりますよ。
②　けっこうおいしい。
③　けっこう役に立ちます。
　この＜解説＞の説明では、「不十分であるが、一応よい」の意味の提示にとどまっている。
例として提示している①～③は実際にはどのような意味であろうか。
　①では、「古いカメラ」という表現から、よく写るわけがないとの予想が立てられる。し
かし、実際には予想以上の性能があることを「けっこううつりますよ」という表現で示して
いる。ここでは「～でも」という助詞が予想以上であるという解釈の助けになっている。また、
その写す機能は最高レベルではないことも同時に意味していると考えられる。一方で、②と
③には前の文脈がないので、予想が立ちにくい。従って、ここでは単に「おいしさ」や「役
に立つ」ことの程度（十分とは言えないがある程度よい）を表していると考えられる。
◆『総合（修訂版）』 
　本書では、第二冊の第16課の＜解説＞、第24課の＜ユニット3　読解文＞と＜解説＞、第
26課の＜ユニット2　会話＞で、合計4件出現している。
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（1）第16課の＜解説＞
　昨日は、レポートを書いたり、洗濯したりして、けっこう忙しかったです。
　ここは、「～たり～たりする」についての解説であり、「けっこう」はたまたま出てきたも
のである。前後の文脈がないため、「昨日」に関する予想が立たない。ここでは、忙しさの
程度が最高レベルではないがある程度であったことを意味している。
（2）第24課の＜ユニット3　読解文＞インターネット掲示板:敬語の使われ方について
　会社員（56）　もう15年間新入社員の面接を担当していますが、きちんと敬語を使っ
て話せない若者は年々増えていると思います。面接の始めと終わりの挨拶の部分では、
けっこう正しく敬語が使えても、途中で急に若者言葉に変わったりすることがありま
す。若者の皆さん、マニュアル本に書かれていることを暗記するのはやめて、基本的
な敬語を身につけましょう。
　この読解文では、「きちんと敬語を使って話せない若者は年々増えていると思います」と
いっていることから、会社員が若者は一般的に敬語を正しく話せないと考えていることがわ
かる。ところが、（面接の）始めと終わりだけでは、会社員の一般論的評価レベル以上に敬
語が話せることを会社員は気づいている。しかしそれは最高レベルではない。ここでは文脈
から、①②両方の意味を表していると考えられる。
（3）第24課の＜文法解説＞
けっこう　副词。表示程度超出想象，本单元的用法是做连用修饰语修饰后续的表示肯
定性评价的词语。“非常、很”之意。与「なかなか」一样，具有“终究不能说是最好”
的含义，因此，不能用于评价长辈或领导等上级人物。
（「けっこう:副詞。程度が予想を超えるということを表す。本課で扱われている「けっ
こう」は、連用修飾語として後ろに肯定的な評価性がある語を修飾している。「非常に、
とても」の意味を持つが、「なかなか」と同様、「一番とは言えない」の含意がある。従っ
て、年配や目上の人を評価する場合使えない。筆者訳）
　これは第24課の＜ユニット3　読解文＞の文法解説である。この解説では「程度が予想よ
り高いが、最も高いわけではない」という2つの意味が含有されていることを説明した上で、
対人配慮による使用上の制限にも言及している。
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（4）第26課　ユニット2　会話　ボランティアの経験
（抜粋）	 	先輩：	高橋、このあいだ、妹が「ボランティアで高橋さんと一緒だった。」っ
て言ってたんだけど、ボランティアに参加したの？
信哉：	ええ、･･･というより、参加させられたんです。
先輩：	え、かわいそうに。で、どうだった？高橋は何をしたの？
信哉：	耳鼻科に行く一人暮らしのお年寄りに付き添ったんです。
先輩：	へえ。でも、高橋のうちにはおばあちゃんがいるから、お年寄りと一
緒にいるのは慣れてるだろう。
信哉：	ええ、まあ。でも、一人で全部させられるのかと思って、初めはすご
く緊張しましたよ。けど、何とかなりました。けっこうおもしろかっ
たですよ。
　この会話例では、信哉の最後の発話に「けっこう」が出てくる。信哉は最初にボランティ
ア活動に不安や緊張感を抱いていたことが文脈から理解できる。しかし、参加した後、「けっ
こうおもしろかったですよ」と言って、不安や緊張感から恐らく楽しめないと思っていたボ
ランティア活動が、実際には予想以上に楽しかったことを表明している。しかし、それは予
想以上であっただけで、最高レベルであったわけではないことも、文脈から判断できる。
　
◆『基礎総合』
　本書では程度副詞用法が読解文に2件、会話文に1件、計3件出現している。具体的な例は
以下のようなものである。
（1）第1冊　第4課　大学生は授業・部活・アルバイトと忙しい
　田中晴美さんは地域政策学部地域づくり学科の学部3年生。
（中略）
　夕方はだいたい部活に出る。柔道部で、練習はけっこうきつい。3年生なので、後輩
にいろいろアドバイスもする。
　この読解文では、前に予想を表す文がないため、「けっこう」が「予想より程度が高い」
という理解は成り立ちにくい。従って、ここではが、練習が最も高いわけではないがある程
度高いレベルの「きつさ」を表していると考えられる。
（2）第1冊　第15課　サークル活動
　実験サークル「きぼう」は、小学生に科学の面白さを仕えることを目的に設立され
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ました。
（中略）毎週1回、地域の教育センターで活動しています。実験の内容は、一週間前に
皆さんで相談して決めておきます。身近な材料を使っても、結構本格的な実験ができ
ます。
　この読解文の最後に「けっこう」が使われている。ここでは、実験に身近な材料を使うと
いうことから、大した実験ができないということが予想される。ところが、予想に反して、
本格的な実験ができると言っている。「けっこう」の前にある逆接の「～ても」が、「予想以
上の程度」という解釈をする助けになっている。このように、「けっこう」の前の文脈から
導かれる予想に、「～ても」のような逆接に続いて「けっこう」が使われた場合、「予想より
高い」という解釈が強く導かれ、「十分満足であると言うほどではないが、一応よいと言え
るさま」のニュアンスが後退すると考えられるのではなかろうか。
（3）第2冊　第5課　私のエコライフ
（抜粋）	 	王：私も先ほど聞いたエコ活動を実践してみようと思います。どれも簡単に
できそうなので。
渡辺：簡単そうに見えるかもしれませんが、それを継続することは、けっこ
う大変ですよ。
王：そうですね。私は三日坊主ですから、やはり一番簡単なことから始めた
ほうがいいですね。何から始めたらいいと思いますか。
渡辺：テレビを見るのをやめたらどうですか。
王：えっ！困ります！
渡辺：冗談、冗談。今、ゼミでエコ日記をつけているんだけど、王さんもつ
けて見たら？
王：エコ日記ですか。そういえば、渡辺さんのゼミって環境保護研究室です
よね。エコ日記って、何を書くんですか。
渡辺：簡単ですよ。エコに関することで毎日気づいたことや実行したことを
書きとめておくだけです。それだけでも、けっこうエコを意識できる
ものなんですよ。
　王のエコ活動の実践が簡単にできそうという考え方に対して、渡辺が「簡単そうに見える
かもしれませんが」と共感を伝えたうえで、「それを継続することは、けっこう大変ですよ」
と言っている。ここでも「～かもしれませんが」という表現で、前の文脈から予想されるこ
とと異なることが口述されることを前触れしており、その後に「けっこう」が使われている。
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この場合も、予想に反して、予想を超えて大変であるという意味に解釈できる。そのレベル
は最高ではないがある程度高いというもう一つの意味は後退する。
　最後にもう一度出てくる「けっこう」は、やはり「～でも」に導かれている。こちらも、
予想以上に程度が高いことを示していると考えられる。すなわち、予想よりエコを意識でき
る程度が高いと表明していることになる。こちらも、レベルは最高ではないがある程度高い
というもう一つの意味は後退していると考えられる。
　以上、教科書における「けっこう」の意味を分析してきた。最初に示した、①「十分満足
であると言うほどではないが、一応よいと言えるさまをいう」と、②「程度が低いと見込ん
でいた予想からは、案外程度が高いことを表す」の二つをさらに整理すると、「程度が予想
より高いが、レベルが最も高いわけではない」とまとめることができる。「程度が予想より高
い」と「最高レベルではないがある程度高い」の意味が同時にあると解釈できるか否かは、
前後文脈の有無とその要素により決まると考えられる。
　前後文脈がない場合では、予想が成り立たないので、「けっこう」が程度を修飾して「最
高レベルではないがある程度高い」を意味していると解釈できる。
　一方、前後文脈がある場合では、「けっこう」の「程度が予想より高い」と「最高レベル
ではないがある程度高い」の両方の意味が同時に含まれると解釈できそうだ。そのため、張
（2014）のように、この二つの意味を分けて考える必要はない。ただし、｛～ても｝や「～でも」、
「～かもしれませんが」のような逆接表現が前にある場合は、「程度が予想より高い」という
意味が強く感じられ、「最高レベルではないがある程度高い」の意味はあまり感じられなく
なる。
3.2.3　形容動詞用法
　「けっこう」の形容動詞用法には、連体修飾機能	（「けっこうな＋名詞」）と応答機能（「けっ
こうです」がある。調査対象とした教科書において、形容動詞「けっこう」は、連体修飾機
能の用例が1件（「結構な品物」）、会話における応答機能の用例が20件であった。今回は、応
答表現「けっこうです」（20件）に注目して考察することとした。
3.3　教科書の構成と「けっこうです」の提示セクション
　教科書の内容構成には一定のパターンがある（張2015）。本研究で選定した教科書は大ま
かに言えば、＜本文＞、＜解説＞、＜練習＞の3つのセクションに分けられる。ここで言う
＜本文＞には、名称としては「本文」、「会話」、「ファンクション用語」、「読解文」およびそ
れらの組合せが含まれる。また、＜解説＞はどの教科書にもあるが、形式としては、「文法・
文型」と「言葉の解説」を含んでいる。＜練習＞はすべての教科書で使われている名称であ
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る。各セクションにおける「けっこうです」の分布を表4に示す。
表4　各教科書における「けっこうです」の提示セクションと出現数
セクション
教科書名
＜本文＞ ＜解説＞ ＜練習＞ 合計
『新大学（第2版）』 1 0 0 1
『新編（修訂版）』 8 0 0 8
『総合（修訂版）』 1 4 2 7
『基礎総合』 0 1 0 1
『基礎（新版）』 0 3 0 3
合計 10 8 2 20
　＜本文＞には合計10回提示されており、総数の半分近くになり、最も出現数が多いセクショ
ンといえる。それに続き、＜解説＞には『総合（修訂版）』4回、『基礎総合』1回、『基礎（新版）』
3回、合計8回提示されている。＜練習＞には『総合（修訂版）』の2回のみ出てきたが、ほか
の教科書では皆無である。全体的傾向としては、教科書の中心である＜本文＞には現れるも
のの、その使い方の解説が十分ではなく、練習でもほぼ扱われていないに等しい状態である。
　次に教科書ごとに見てみよう。『新大学（第2版）』では＜本文＞で1回だけ提示されているが、
＜解説＞には触れられていない。『新編（修訂版）』は＜本文＞に8回扱っているが、＜解説＞
と＜練習＞ではまったく触れられていない。『総合（修訂版）』は＜本文＞に1回、＜解説＞に
4回、＜練習＞に2回提示している。『基礎総合』は＜本文＞で扱っていないものの、＜解説＞
で1回しか提示しておらず、＜練習＞でまったく見られない。『基礎（新版）』はほかの教科書
と異なり、＜本文＞には一度も提示していないにもかかわらず、＜解説＞には3回も提示し
ている。
　以上のように、中国の日本語教科書において、「けっこうです」は＜練習＞に比べ、＜本
文＞と＜解説＞のほうでは多く提示されている傾向があるということが明らかになった。ま
た、『新編（修訂版）』と『総合（修訂版）』が比較的多く扱っているが、それ以外は少ない
こともわかった。
3.4　教科書ごとの分析
　張（2015）では、日本の教科書を分析した結果、提示されている「けっこうです」は【行
為遂行的発言】と【事実確認的発言】に分けることができた（2）。Austinの発話行為理論の
論述を整理している町田・加藤（2004）では、「【行為遂行的発言】とは、何かの行為を成し
遂げるはたらきを持っている発言であり、【事実確認的発言】とはなんらかの事実や実態を
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述べている、真偽の判定可能な発言である」と述べている。
　【行為遂行的発言】には「行為要求」、「申し出・勧め」などがある。これは発話行為論の
もう一人の提唱者Searlの分類に従ったものである。Searl（1979）によると、「行為要求」は「話
し手が聞き手に何らかの行動をとらせる言語行為」、「申し出・勧め」は「話し手が将来の行
動を拘束する言語行為」である。
　以下では、日本の教科書分析と同様、Austin（1962）とSearl（1979）の理論に基づいて、
中国の日本語教科書に現れた「けっこうです」はどのような発話行為で、どのような機能を
果たしているかを語用論的に分析する。
3.4.1　教科書1　『新大学（第2版）』
　本書では「けっこう」の形容動詞用法が第2冊の＜本文＞と＜練習＞で1件ずつ出現してい
る。＜本文＞には「けっこうです」という応答表現の形で現れ、＜練習＞には「結構な品」
という連体修飾の形が漢字で現れていた。このような連体修飾の用法は、研究対象とした教
科書全体で1件だけであり、それに関する説明がなかった。今回の研究は応答表現の「けっ
こうです」を焦点化して論を進める。次は本書における「けっこうです」の会話例である。
第12課　会話2　民宿の予約　（第2冊p.123－124）
（電話の呼び出し音）
大野：（前略）あの、3月12日なんですけど、空いていますか。えと、3人です。
民宿：3月12日、3名様ですね。
大野：はい。
民宿：ちょっとお待ちください。もしもし、お待たせいたしました。大変申し訳ござい
ませんが、12日は、あいにくいっぱいでございます。14日からですと、空いてい
るんですが。
大野：ああ、そうですか。んー、じゃあ、けっこうです（下線は筆者。以下同様）。
民宿：ああ、申し訳ございません。またよろしくお願い致します。
　これは民宿の予約をする大野と民宿の受付の電話越しの会話である。大野（話し手）が「3
月12日なんですけど、空いていますか。」と用件を切り出している。これに対して、民宿の
受付（聞き手）が「ちょっとお持ちください」と依頼を出して、大野の行為要求を受け入れ、
空室の状況を調べ始めた。数分間後、民宿の受付は調べた結果を大野に告知している。まず、
「もしもし、お待たせいたしました」という注目表示とあいさつをしている。その次、「大変
申し訳ございませんが、12日は、あいにくいっぱいでございます。」と謝罪をして、大野に
要求を満足させることができていないことを表明している。それに続いて、民宿の受付が「14
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日からですと、空いているんですが」と補足状況を提供している。これに対して、大野は自
分の要求が十分に満足できないことを了承して、受付の補足情報も含めて、「じゃ、けっこ
うです」と、予約の行為要求自体の撤回を表明している。この発話行為の流れは、話し手の
聞き手への行為要求→聞き手の要求受入→聞き手の要求不充足表明→（＋聞き手の補足情報
提供→）話し手の情報判断→話し手の行為要求の断念→断りということである。この会話の
後半の部分に出現した民宿の受付の謝罪と依頼のことば（「ああ、申し訳ございません。ま
たよろしくお願い致します。」）によって、大野が「けっこうです」を使って要求撤回をした
ことが明確である。
3.4.2　教科書2　『新編（修訂版）』
　本書では「けっこう」が＜本文＞で「けっこうです」あるいは「けっこうですよ」の応答
表現の形で8回に提示されている。以下、8例を見ていく。
第15課　会話　アルバイト（第1冊p.260）
（抜粋）	 田：（前略）失礼ですが、時給はいくらですか。
職員：時給は五十元ですが、いかがですか。
田：はい、結構です（3）。でも、交通費は出ますか。
職員：		はい、交通費も出しますよ。じゃ、日本語研修学校と連絡してからすぐ
あなたに知らせます。
田：よろしくお願いします。
　ここではアルバイトを探す田が職員と時給に関する会話をしている。田（話し手）が「時
給はいくらですか」と聞いて、職員に答えてほしいという行為要求発話をしている。職員（聞
き手）が、田の要求に答えた上、相手から承諾を求めるため、「いかがですか」というさら
なる質問をしている。これに対して、田は「はい、結構です。」と返答して、満足しながら
承諾の意向を表現している。ここでは、話し手の聞き手への行為要求→聞き手の情報提供→
聞き手の承諾求め→（満足なので）話し手の承諾与えという一連の流れで発話が進んでいる。
第4課　会話　ご馳走（第2冊p.74）
（抜粋）	 李：ビールもう一杯いかがですか。
橋本：いいえ、もうけっこうです。
李：お料理をもう少し取りましょうか。
橋本：いいえ、もうたくさんいただきました。ほんとうにおいしかった。
　　　ご馳走様でした。
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　これは杏花楼というレストランでの食事の場面である。李が橋本に中華料理をご馳走し
た。食事中、李（聞き手）が「ビールもう一杯いかがですか」と言って、橋本に勧めている。
これに対して、橋本（話し手）が満腹でこれ以上不要なので、「いいえ、もうけっこうです」
と断りの意を表明している。これが「断り」であることがわかるのは、「いいえ」の否定的
な応答が先行していることと、「けっこう」の前に「もう」が付けられていることによる。
この発話の流れは、聞き手の勧め→話し手の断りである。
第11課　会話　読書のレポート（第2冊p.227）
（抜粋）	 図書館で
李：	（前略）この本を貸してください。
係：はい、図書館の利用カードは持っていますか。
李：はい、持っています。
係：ちょっと見せてください。はい、これでけっこうです。
李：何冊まで借りられますか。
係：一人五冊です。
　これは図書館で李と貸出係との本の貸し出しについての会話場面である。李（聞き手）が「こ
の本を貸してください」と係（話し手）に行為要求発話をしている。これに対して、係は受
け入れをした上に、「図書館の利用カードを持っていますか」と質問をして、暗に行為要求
発話（「持っていれば、提示してください」）をしている。これに対して、李は「はい、持っ
ています」と答えたのみであったため、係は引き続き「ちょっと見せてください」と再度の
行為要求発話をしている。この時、発話にはないものの、李が要求を受け入れ、利用カード
を提示したものと考えられる。係は李の提示した利用カードに記載された内容が本を借りる
要件を満たしていることを確認し、「はい、これでけっこうです」と言って情報充足の意を
表明している。ここでは、話し手が聞き手のカードを提示した行為に対する満足を表すわけ
ではなく、話し手がカードに載っている内容に対する満足、あるいはカードの内容が大丈夫
という確認を表している。すなわち、この会話の後半はカードの内容が間違いないかの事実
を確認する発言であるので、事実確認的発言といえる。ここは話し手の聞き手への質問（行
為要求の暗示）→質問への聞き手の答え→話し手の再度の行為要求→（聞き手の情報提供→）
話し手の情報充足という流れである。ここでの「けっこう」は話し手の情報充足として使用
されていることになる。
第11課　ファンクション用語（第2冊p.230）
許可
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学生：すみません、図書館の書庫には自由に入ってよろしいですか。
係：本学の教員と大学院生に限り書庫に入ることを許可します。
学生：そうですか。閲覧室の参考書は自由に使ってもかまいませんか。
係：ええ、結構です。どうぞ、ご自由にお使い下さい。
　閲覧室の参考書を使いたい学生（聞き手）は、まず閲覧室の参考書を利用する前提となる
ことを確認するため、図書館の書庫に自由に入ることができるかどうかを確かめている。係
（話し手）の答えをもらった後、学生が「そうですか」と了承を表明して、引き続き「閲覧
室の参考書は自由に使ってもかまいませんか。」と聞いている。閲覧室の参考書は自由に使
えることが事実であるため、この発話は事実に対する確認的発言であると考えられる。これ
に対して、係（話し手）が「ええ、結構です」と答えて情報充足を表明している。後続の「ど
うぞ、ご自由にお使い下さい。」は許可を表明する発話行為である。つまり、ここでは、聞
き手の情報要求→話し手の情報充足という一連の流れで会話が進行している。
　
第14課　会話　日本の先生を迎える　（第2冊p.289）
（抜粋）	 フロントへの電話
フロント：はい、平和ホテルでございます。
李：日本からこられる先生のために宿泊の予約をしたいんですが。
フロント：はい、いつのご予約ですか。
李：五月一日から四日まで三泊です。
フロント：何名様でいらっしゃいますか。
李：一名です。
フロント：ツインのお部屋でよろしいでしょか。
李：はい、結構です。
フロント：今、お調べいたしますので、少々お待ちください。
李：はい。
　これは宿泊の予約をする李とホテルのフロントの電話越しの会話である。電話に出たフロ
ント（聞き手）がホテル名を名乗ったのを聞いて、李（話し手）が「日本からこられる先生
のために宿泊の予約をしたいんですが」と切り出している。この発話の応答ペアとなるのは、
最後の方で出てくる「今、お調べいたしますので、少々お待ちください」である。しかし、
その間にフロントと李は3往復ずつ発話を交わしている。この3往復は、李の ｢予約したい｣
という要求に対して、「今、お調べいたしますので、少々お待ちください」と答えに至るまでの、
フロントの確認のためのやりとりで、いわゆる入れ子構造になっている。まず、フロントの「い
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つのご予約ですか」の質問に対して、「五月一日から四日まで三泊です」と答えている。こ
れでひとつの応答ペアである。その次も応答ペアを形成している。フロントの「何名様でい
らっしゃいますか」というさらなる質問に対して、李が「一名です」と答えている。それに
続き、フロントの「ツインの部屋でよろしいですか」という三番目の質問に対して、返答と
して「はい、結構です」と答えている。話し手の聞き手への行為要求→聞き手の要求受け入
れが全体の構造であるが、その中に聞き手の情報要求→話し手の情報充足、聞き手のさらな
る情報要求→話し手の情報充足、聞き手の三番目の情報要求→話し手の情報充足が組み込ま
れているわけである。すなわち話し手の聞き手への行為要求→（聞き手の情報要求→話し手
の情報充足→聞き手の情報要求→話し手の情報充足→聞き手の情報要求→話し手の情報充足
→）聞き手の要求受入となる。「結構です」は、この三番目の＜情報要求＞に対して、＜情報
充足＞を行っている所に現れている事実確認的発話であり、「十分だ」（希望を満たしている）
という意味だと判断できる。
第14課　フロントで　（第2冊p.292）
（抜粋）	 李：先生、お荷物をお持ちしましょう。
田中：いいえ、結構です。軽いものですから。
李：		では、お部屋でしばらくおくつろぎください。のちほどご連絡いたします
から。
田中：どうもありがとうございました。それでは、のちほど、また。
　「結構です」は、学生の李と日本人の田中先生の荷物持ちに関するやりとりのところで現
れている。李（聞き手）の「お荷物をお持ちしましょう」という申し出に対して、田中（話
し手）は荷物が重くないから、手伝いの必要はないことを表明するために「いいえ、結構です」
と言って断っている。ここでの発話の流れはシンプルで、聞き手の申し出→話し手の断りで
ある。「結構です」は否定表現である「いいえ」が先行していることと、「軽いものですから」
という理由を説明する表現が後続していることによって、申し出に対する「辞退」であるこ
とが明白になっている。
第14課　ファンクション用語（第2冊p.295）
承諾
宋：		李さん、田中先生に講演をたのんで、承諾をいただきましたが、先生の講
演を録音してくださいませんか。
李：はい、わかりました。お引き受けいたします。
宋：時間は明日の午後ですが、ご都合はいかがですか。
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李：ええ、結構です。お任せください。
　宋（聞き手）の依頼（「先生の講演を録音してくださいませんか。」）に対して、李（話し手）
が承諾を表すと同時に、「お引き受けいたします。」と行為遂行動詞を使って、依頼の引き受
けを表明している。相手の宋がさらなる情報（「時間は明日の午後」）を提供した上で、「ご
都合はいかがですか」と都合確認要求を発話している。この確認要求に対して李が「ええ、
結構です」と答えて情報を充足させている。すなわち、ここでの発話は聞き手の話し手への
依頼行為要求→話し手の受入れ→聞き手の情報提供→聞き手の情報要求→話し手の情報充足
というような流れである。ここでの「けっこうです」は【事実確認的発言】で話し手の情報
充足機能を表している。
第15課　会話　会社での実習　（第2冊p.315）
（抜粋）	 	西村：私、三洋電機の西村と申します。いつもお世話になっております。鈴木
課長でいらっしゃいますか。
鈴木：ええ、私です。で、今日は？
西村：		実はこのたび、私どもで新製品を開発いたしました。それで一度お伺い
してご紹介したいと思いまして、お電話を差し上げました。できれば今
週中にお伺いしたいと思いますが、ご都合はいかがでございましょうか。
鈴木：		そうですね。結構ですよ。では金曜日の午後二時に来ていただけません
か。
西村：		はい、かしこまりました。あのう、その時、よろしければ一時間ほどお
時間をいただきたいのですが。
鈴木：はい、わかりました。では、お待ちしております。
　これは会社員西村と取引先の鈴木課長との電話越しの会話である。西村（聞き手）が電話
した用件（開発した新製品を紹介したいこと、今週中に会いたいこと）を伝達しつつ接見の
許可を求めている。それに続き、西村がさらに「ご都合はいかがでございましょうか」と鈴
木（話し手）に質問をしている。これに対して、鈴木が「結構ですよ」と返答して、西村の
尋ねることに許可を与えている。後続の「では金曜日の午後二時に来ていただけませんか。」
は「ご都合はいかがでございましょうか。」に対する回答である。そこで、ここでは聞き手
の問いかけ→話し手の応答→聞き手の申し出と許可求め→話し手の許可与えという流れで発
話が進んでいく。
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3.4.3　教科書3　『総合（修訂版）』
　本書では、「けっこう」の形容動詞は＜本文＞1件、＜解説＞5件、＜練習＞1件の三つのセ
クションに計6件現れている。＜解説＞に現れた5件のうち、「けっこうです」に関する説明
が行われているのは3件であり、あとの2件は別の文法項目に関する説明で「けっこうです」
が用例として取り上げられたものである。しかし、この2例における「けっこうです」は断
りの機能であった。
第1冊p.110	　第7課　解説・文法
高橋：コーヒーはどうですか。
王：いえ、けっこう[けっこう：不要、不用]です。
　これは高橋の申し出「コーヒーはどうですか」に対して、王が「不要である」の意味を表
明しようとして、「いえ、けっこうです」と答えており、断りの意味を表している。流れと
しては、聞き手の申し出→話し手の断りである。この「けっこう」について、教科書では“不
要、不用”（要らない）という中国語訳で説明されている。
　また、本書の第9課の＜練習＞と第11課＜解説＞（別の文法項目に関するもの）には、以
下のような類似した例が見られた。
第9課　劉：何か飲みますか。　
鈴木：いいえ、けっこうです。
第11課	 （1）	 王：案内しましょうか。
高橋：いいえ、けっこうです。
	 （2）	 A	：黒板を消しましょうか。
	 	 B	：いいえ、けっこうです。
　これらの「けっこうです」はすべて聞き手の申し出に対する答えである。否定表現「いい
え」が先行しているため、これらが断りを機能していることが容易に判断できる。
　同教科書の第2冊には、「けっこうです」は＜本文＞と＜解説＞のところで出現している。
第2冊p.333　第29課　ユニット2　会話　会社への電話
（抜粋）	 	趙：		わたくしは京華大学の日本語科の学生で、日本語を勉強して今年2年にな
ります。よろしかったら、アルバイトをさせていただけないでしょうか。
丸井：そうですか。じゃあ、ぜひ一度こちらにいらしてください。
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　　　お話を伺いましょう。
趙：ありがとうございます。いつ伺ったらよろしいでしょうか。
丸井：そうですね。あしたの午後はどうですか。
趙：3時以降なら大丈夫です。
丸井：		じゃあ、3時半にこちらに来てくださいませんか。でも、面接をしても、
すぐにお願いするとは限りませんが、よろしいですね。
趙：はい、けっこうです。よろしくお願いいたします。
丸井：じゃあ、あした。お待ちしています。
趙：ありがとうございます。失礼いたします。
　これはアルバイトに応募している趙とアルバイト先の受け入れ係り丸井の間で交わされた
面接に関する会話である。趙（話し手）が丸井（聞き手）から面接のチャンスをもらって、
感謝の意を告げた後、「いつうかがったらよろしいでしょうか」と聞いて、丸井に答えてほ
しいという行為要求発話をしている。丸井が、これに対して、「あしたの午後はどうですか」
と趙に都合を聞いた。趙の答えをもらった後、丸井は面接の時間を決めた。続いて、丸井
が面接をしても、すぐ採用するわけではない旨を趙に伝え、趙から了承を求めるため、「よ
ろしいですね」と確認している。これに対して、趙は「はい、けっこうです。」と返答して、
承諾の意を表明している。ここでは、話し手の聞き手への行為要求→聞き手の情報提供と確
認→話し手の情報提供→聞き手の再確認→聞き手の承諾求め→話し手の承諾与えという一連
の流れで発話が進んでいる。
　同課の＜解説＞には、次の会話例がある。
（1）	 A	：これでいいですか？
	 B	：はい、けっこうです。
（2）	 A	：あしたのお約束は3時でよろしいですか。
	 B	：はい、けっこうです。
　この二つの会話例には前後文脈がないが、いずれも発話者Bの応答「けっこうです」の前
に、肯定表現の「はい」が置かれている。	（1）の発話者Aの「これでいいですか」と、（2）
の発話者Aの ｢あしたのお約束は3時でよろしいですか｣ とは、聞き手が情報を要求しつつ、
話し手に確認した発言であると考えられる。これに対して、発話者B（話し手）が「はい、けっ
こうです」と答えて情報充足を表明している。つまり、ここでは、聞き手の情報要求→話し
手の情報充足という一連の流れで会話が進行しているといえる。
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3.4.4　教科書4『基礎総合』（第1冊p.155）　
　本書の第9課の＜解説＞のセクションである［2表达方式与句型］（言語表現と例文）の（3）
表示“仅有……”的说法（「だけ」を表す言語表現）のところで、次のような例文が提示さ
れている。
　　履歴書だけでけっこうです。
　これは「けっこうです」に関する解説ではなく、「だけ」に関する解説である。そのため、
この教科書が「けっこうです」をどのように扱っているかは明確ではない。しかし、ここで
の「けっこうです」は、張（2015）の『新文化』という日本で刊行された教科書で出現した
「けっこうです」（「看護婦:ええ、診察券だけでけっこうです」）と同様でではないかと考えら
れる。『新文化』の会話例を以下に示す。
第16課　本文3　寝る前に、はりかえてください。
（抜粋）	 	看護婦：今日は、5250円です。これは診察券です。この次から持って来てくだ
さい。
アレン：	保険証は要らないんですか。
看護婦：		ええ、診察券だけでけっこうです。ほかにわからないことはありませ
か。
アレン：	だいじょうぶです。どうもありがとうございました。
　この会話は話し手の聞き手への行為要求→聞き手の要求受け入れ→聞き手の情報充足確認
要求→（満足なので）話し手の情報充足確認応答という流れである。ここでの「けっこうで
す」は話し手の情報充足確認応答という機能を有している。『基礎総合』第9課の例も、「～だ
けでけっこうです」と限定の助詞「だけ」のついた形をとっており、以下のような類似の会
話を想定することができる。
A：		あの、アルバイトを応募したいんですが…あの応募の張り紙に「履歴書のみ持参」
と書いてあるんですが、それ以外の書類は要らないんですか。
B：	 ええ、そうです。履歴書だけでけっこうです。
　これはアルバイトの募集の会話である。発話者Aは応募する人であるが、発話者Bはアル
バイト先の担当者である。A（聞き手）が応募の意図を言い出した後、「履歴書以外の書類
は要らないんですか」という情報充足確認の発話を行っている。応募の張り紙に「履歴書の
中国の日本語教科書における「けっこう」の扱いに関する考察
─ 41 ─
み持参」と書いてあるため、B（話し手）は「履歴書だけでけっこうです」と答えて情報充
足確認の意を表明している。ここでは、聞き手の情報充足確認要求→（満足なので）話し手
の情報充足確認応答という一連の流れで発話が進んでいる。
3.4.5　教科書5　『基礎（新版）』
　本書の第1冊の第9課の＜解説＞（p.192）というセクションには、「けっこう」について次
のような説明と例文がある。
五.けっこう（結構）
名词、形容动词、副词。本课是形容动词的用法，用在对话中，表示同意、应允等意，
相当于汉语的“好”、“行”、“可以”等。
（名詞、形容動詞、副詞。ここでは形容動詞の用法である。会話の中で、承諾・許可の
意を表現している。中国語の“好的（ハオデ）、行（シン）、可以（コォイ）”の意である。）
（筆者訳）
例：A	 これでいいですか。
B	 はい、けっこうです。
A	 明日はどうですか。
B	 けっこうです。
A	 いま、お金がないのですが。
B	 お金はいつでもけっこうです。
　「けっこう」の形容動詞用法にはさまざまなものがあるが、ここでは、承諾と許可与えと
いう二つの用法しか提示されていない。したがって、この＜解説＞は十分とは言いがたい。
また、上記の例文は番号が付けられずに列記されており、そのどれが「承諾」なのか「許可」
なのかがわからず、三つの「けっこうです」が同一の会話文に出現していると学習者に誤解
される恐れもある。そこで、ここでは例文に番号を付けて分析してみる。
例①A	 これでいいですか。
B	 はい、それでけっこうです。
　これは応答ペアの例である。発話者Aの目的（内容は不明）に対応するために発話者Bが
何の行為要求発話をしたかについては例文から読み取れない。発話者A（聞き手）がBの要
求に十分に答えられているかどうかを確認するため、「これでいいですか」と質問したのに
対して、発話者B（話し手）は「はい、それでけっこうです」と答え、要求を満足させた意
─ 40 ─
を表現している。この発話行為の流れは、（話し手の聞き手への行為要求→聞き手の要求受
け入れ→）聞き手の要求充足確認要求→話し手の要求充足確認と要求解除というものである。
例②A	 明日はどうですか。
B	 けっこうです。
　この例の場合、前提となる文脈がないため、発話が行われた場面や発話者二人の人間関係
や発話の目的などが明確に分からない。発話者A（聞き手）の情報要求「明日はどうですか」
に対して、発話者B（話し手）が「けっこうです」と答えて、情報充足を表明している。こ
こでは、発話者Aの発言が許可求めの行為ではないため、これに対する発話者Bの回答が許
可与えとは考えられない。従って、本書では「けっこうです」が許可・承諾を表す意味であ
ると解説されることは適切ではない。ここは、聞き手の情報要求→話し手の情報充足という
流れである。
例③A	 いま、お金がないのですが。
B	 お金はいつでもけっこうです。
　これはAからBへの返金、あるいは支払いに関する会話である。発話者A（聞き手）が「いま、
お金がないのですが」と言って、相手Bに要求を充足できない旨を伝えている。これに対して、
発話者B（話し手）が「お金はいつでもけっこうです」と言って、相手Aの返金、あるいは
支払いが別の時期でも大丈夫であることを表明している。これは聞き手による要求不充足表
明→（要求不充足に対する）話し手の許容という流れである。
4　まとめ
　本研究は、中国で作成され刊行された日本語教科書における「けっこう」の扱われ方につ
いて考察を行った。その上、「けっこうです」が出現する発話の流れと機能を語用論的に検
討した。
　調査対象とした5種類、10冊の教科書においては、「けっこう」は名詞、程度副詞および形
容動詞として取り扱われている。全34件には、名詞が2件、程度副詞が11件、形容動詞が21
件あった。平安時代から使用され始めた「けっこう」の名詞用法は現代日本語では使われな
くなったため、今回の分析対象から除外した。程度副詞用法については、①「十分満足であ
ると言うほどではないが、一応よいと言えるさまをいう」と、②「程度が低いと見込んでい
た予想からは、案外程度が高いことを表す」の二つをさらに整理すると、「程度が予想より
高いが、レベルが最も高いわけではない」とまとめることができる。「程度が予想より高い」
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と「最高レベルではないがある程度高い」の意味が同時にあると解釈できるか否かは、前後
文脈の有無とその要素により決まると言える。
　「けっこうです」を分析した結果、中国の日本語教科書では、【行為遂行的発言】と【事実
確認的発言】に提示されているという結論が出てきた。発言の流れによって「けっこうです」
の機能が異なっているということがより明確になった。教科書における「けっこうです」の
出現した発言の流れと機能は次の表5にまとめた。
表5　中国の日本語教科書における「けっこうです」の出現した発言の流れ
（「けっこうです」の機能に下線）
発話行為 発言の流れ 教科書（課）
行為遂行的発言
［1］話し手の聞き手への行為要求→聞き手の
要求受入→聞き手の要求不充足表明→話し手
の情報判断→話し手の行為要求の断念→断り
『新大学（第2版）』第2册　第12课
（1件）
［2］（話し手の聞き手への行為要求→聞き手の
要求受入→）聞き手による要求不足表明→（要
求不足に対する）話し手の許容
『基礎（新版）』第1冊第9課例③
（1件）
［3］	（話し手の聞き手への行為要求→聞き手の
要求受入→）聞き手の要求充足確認要求→話
し手の要求充足確認と要求解除
『基礎（新版）』第1冊第9課例①
（1件）
［4］聞き手の申し出→話し手の断り 『新編（修訂版）』第2册　第14課フォ
ロントで、『総合（修訂版）』第1冊
第7課、第9課、第11課（2件）
（計5件）　
［5］聞き手の勧め→話し手の断り 『新編（修訂版）』第2冊第4課　（1件）
［6］話し手の聞き手への行為要求→聞き手の
情報提供→聞き手の承諾求め→話し手の承諾
与え
『新編（修訂版）』第1冊第15課、『総
合（修訂版）』第2冊第29課（2件）
［7］	聞き手の許可求め→（条件が満足したた
め）話し手の許可与え
『新編（修訂版）』第2冊第15課（1件）
事実確認的発言
［8］聞き手の情報充足確認要求→（満足なので）
話し手の情報充足確認応答
『基礎総合』第1冊第9課（1件）
［9］聞き手の情報要求→話し手の情報充足 『新編（修訂版）』第2冊第11課会話、
第11課ファンクション用語、第14課
フロントへの電話、第14課ファンク
ション用語；『基礎（新版）』第1冊
第9課例②；『総合（修訂版）』第2冊
第29課（2件）
（計7件）
　中国の教科書における「けっこうです」を捉えると、以下のようにまとめることができる。
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【行為遂行的発言】
A.	 聞き手の申し出→話し手の断り
B.	 聞き手の勧め→話し手の断り
C.	 聞き手の許可求め→話し手の許可与え
D.	 聞き手の要求充足確認要求→話し手の要求充足確認と要求解除
E.	 話し手の行為要求→聞き手の要求不足→話し手の許容
F.	 話し手の行為要求→聞き手の要求不足→話し手の要求断念
G.	 話し手の行為要求→聞き手の情報提供と承諾求め→話し手の承諾与え
【事実確認的発言】
H.	 聞き手の情報充足確認要求→話し手の情報充足確認応答
I.	 聞き手の情報要求→話し手の情報充足
　【行為遂行的発言】では、「けっこうです」は、聞き手からの申し出や勧めへの応答として、
「断り」の役割をしている。また、聞き手からの許可求めに対する「許可与え」と、聞き手
の要求充足確認要求に対する「要求充足確認と要求解除」機能が見られる。「話し手の行為要
求」から展開する発話において、要求が聞き手によって不充足であったときの「許容」、要
求自体の「断念」、承諾求めに対する「承諾与え」に分けられることが明らかになった。
　さらに、【事実確認的発言】においては、聞き手の要求充足確認要求や情報要求への応答
としては、「けっこうです」は情報充足の意を表現する機能を持つ。今回の分析により、聞
き手によって要求を充足したかどうかが確認されたときの話し手の「充足確認応答」と聞き
手自体の情報要求に対する話し手の[情報充足]という二つの場合があることが明らかになっ
た。中国の教科書では、後者の例が最も多く挙げられている。
　今後は、日本語教科書では「けっこう」の程度副詞用法がどのように扱われているかを考
察する予定である。程度副詞用法はどのような語用論的な機能をしているかをさらに掘り下
げて今後の課題としたい。
注
（1）	 中国語では普通《》で書名であることを示す。本研究では、表記を一致するため、書名を示
す記号を『』に変える。
（2）Austin（1962）の発話行為理論（speech	act	theory）によって説明されている。
（3）中国で刊行された教科書であるため、漢字で表記されている場合が少なくない。本研究では、
教科書の表記に従い、そのまま原文を生かした。
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On the Teaching of “Kekko” in Japanese Language 
Textbooks in China
ZHANG,	Lin
Summary
	
　The	words	which	have	a	multiplicity	of	meanings	and	pragmatic	functions	are	difficult	
being	understood	and	used	for	Chinese	 learners	of	Japanese.	The	word	“Kekko”	is	one	
of	such	ambiguous	words.	In	Yan（2013）,	as	one	of	the	reasons	causing	misreading	and	
misunderstanding,	 the	 insufficiency	of	Japanese	 language	textbooks	 is	given.	Beginning	
learners	are	greatly	 influenced	by	descriptions	and	explanations	 in	textbooks.	Based	on	
study	of	Japanese	 language	 textbooks	published	 in	Japan	（ZHANG,2015）,	This	paper	
examines	Japanese	language	textbooks	published	in	China.	Also,	it	examines	how	to	teach	
and	give	an	explanation	of	“kekko”.	
　In	this	paper,	there	are	5	kinds	of	Japanese	language	textbooks,	covering	10	volumes	as	
subject	of	research.	In	textbooks,	there	are	34	places	which	use	“kekko”（Nouns:2,	Degree	
adverbs:11,	Adjectives:21）.	This	paper	 firstly	 touched	the	use	of	noun	which	has	not	
been	used	in	modern	Japanese,	and	then	touched	the	use	of	degree	adverb.	As	adjectives	
analyzed	in	textbooks	published	in	Japan,	this	paper	also	analyze	the	adjectives	of	“kekko”.
　After	 analyses,	 the	 results	 follow.	 In	 Japanese	 language	 textbooks	 in	China,	 the	
instruction	on	“kekko”	noun	is	given.	But	detailed	meaning	and	the	period	of	usage	are	
not	 illustrated.	On	adverb,	 it	 can	be	given	a	definition	of	“kekko”	as	 follow.	“Kekko”	
signifies	that	“the	level	is	higher	than	expectation,	but	it	does	not	reach	the	highest	level.”	
As	an	adjective,“kekko”	can	be	used	in	performative	and	constative.	In	the	performative,	
“kekko”	expresses	a	 speaker’s	 rejection,	 request	 release,	 agreement	and	permission	
functions.	 In	 the	 constative,	“kekko”	expresses	 a	 speaker’s	 confirming	 response	 to	
information	satisfaction	function	and	response	of	information	satisfaction	function.
Keywords:	Japanese	language	textbook	in	China,	kekko,	adverb,	adjective,	pragmatics
